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沖縄医療生協の現状
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医療生協
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ハ
ー
ル
君
（
カ
メ
）

６
面
に
続
く

　
つ
な
が
り
が

　
　
　
健
康
を
つ
く
る

　

９
月
�8
日
（
土
）、
健
康
づ
く

り
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
０
０
人
収
容
の
会
場
が
満
席

で
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
講
師
に
東
京
大
学
高
齢
社
会
総

合
研
究
機
構
、
特
任
研
究
員
の
神

谷
哲
郎
先
生
を
お
招
き
し
、「
住

民
が
主
役
の
フ
レ
イ
ル
予
防
〜
つ

な
が
り
が
健
康
を

つ
く
る
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を

し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

日
本
は
高
齢

化
が
進
み
人
生

１
０
０
歳
時
代

に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
時
点

で
１
０
０
歳
以
上

の
方
が
約
７
万
人

に
な
り
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
に
は

50
〜
�0
万
人
規
模

に
な
る
と
い
う
試

算
が
あ
る
よ
う
で

す
。
高
齢
に
な
っ

て
も
健
康
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
、

現
役
時
代
の
健
康

対
策
か
ら
老
い
に

伴
う
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
対
策
が
必
要
と
い
う
お

話
で
し
た
。

大
切
な
の
は
社
会
参
加

　
健
康
長
寿
の

３
つ
の
柱
は
栄

養
（
食
・
口
腔

機
能
）・
社
会

参
加
（
就
労
、

余
暇
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）・

身
体
活
動
（
運

動
、
社
会
活

動
）
で
す
。
特

に
社
会
参
加
が

大
切
で
フ
レ
イ

ル
は
社
会
性
の

欠
如
、
低
下
か

ら
始
ま
り
や
す

く
、
予
防
に
は

人
と
の
つ
な
が

り
が
重
要
と
の
事
で
し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
市
民
サ

ポ
ー
タ
ー
が
行
う
こ
と
で
よ
り
効

果
が
あ
り
、
全
国
��
市
町
村
で
事

業
を
実
施
、
計
画
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
役
割
が
、
本

人
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
る
と

も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
医
療
生
協
は
地
域
と
の
繋

が
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
生
か

し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
、
そ
の
方
々
に
活
動
し

て
も
ら
え
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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健
康
づ
く
り
講
演
会―

―

健
康
づ
く
り
講
演
会―

人
生
１
０
０
歳
時
代
、

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
も
う
！

～わたしたちはどう生きるか～
テーマ

沖縄医療生活協同組合

大講演会大講演会
つながりづくり強化月間つながりづくり強化月間

安心して住み続けられるまちづくりの実現にむけて

講師：本田 宏 氏

沖縄医療生活協同組合まちづくり推進部 098-850-9004
主催：沖縄医療生活協同組合　共催：地域実行委員会
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現
在
、
沖
縄
医
療
生
活
協
同
組

合
に
は
、
①
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
②
感
染
管
理
③
糖
尿

病
④
集
中
ケ
ア
⑤
皮
膚
・
排
泄
ケ

ア
⑥
慢
性
心
不
全
⑦
緩
和
ケ
ア
⑧

精
神
看
護
の
8
分
野
11
名
の
認
定

看
護
師
や
担
当
看
護
師
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

　
認
定
看
護
師
と
は
、
日
々
変
化

す
る
医
療
現
場
の
中
で
働
く
看
護

師
た
ち
を
専
門
的
な
知
識
や
技
能

で
サ
ポ
ー
ト
し
、
組
織
的
に
活
動

を
実
践
す
る
看
護
師
で
す
。

　
沖
縄
協
同
病
院
・
中
部
協
同
病

院
・
と
よ
み
生
協
病
院
・
協
同
に

じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
か
り
ゆ
し
の
里

の
各
院
所
や
施
設
で「
実
践・指
導・

相
談
」
の
役
割
を
果
た
し
、
看
護

ケ
ア
の
広
が
り
と
質
の
向
上
の
た

め
日
々
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
看
護
師
の
横
の
つ
な
が
り

を
図
る
た
め
、
認
定
看
護
師
会
を

２
ヵ
月
に
１
回
開
催
し
、
各
分
野

の
活
動
状
況
を
報
告
し
、
悩
み
や

課
題
も
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
と
よ
み
生
協
病
院
で
透

析
室
に
勤
務
し
な
が
ら
週
1
回
の

感
染
管
理
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
と
よ
み
生
協
病
院
の
入
院
・

外
来
患
者
様
、
職
員
を
感
染
症
か

ら
守
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

医
療
生
協
だ
よ
り
で
は
毎
月
、

各
分
野
で
活
躍
す
る
認
定
看
護
師

よ
り
、
活
動
内
容
・
病
気
に
つ
い

て
・
豆
知
識
な
ど
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご

要
望
が
あ
れ
ば
、
班
会
な
ど
で
お

話
し
を
さ
せ
て
頂
き
、
活
動
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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10
月
1�
日
（
木
）、
豊
見
城
中

央
公
民
館
で
地
域
組
合
員
5�
名
、

職
員
組
合
員
31
名
の
計
83
名
が
参

加
し
、
第
1
回
組
合
員
活
動
交
流

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
目
的
は
「
全
国
四
課
題
の

目
標
達
成
に
向
け
、
強
化
月
間
に

む
け
た
意
思
統
一
を
図
る
」「
地
域

組
合
員
と
職
員
組
合
員
の
交
流
を

は
か
り
、
支
部
と
班
活
動
の
活
性

化
と
、
地
域
で
の
助
け
合
い
活
動

を
め
ざ
す
」
で
す
。

　
は
じ
め
に
介
護
制
度
改
悪
学
習

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
第
5
次
長
期

計
画
の
進
捗
と
２
０
１
９
年
度
上

半
期
決
算
、
新
中
部
協
同
病
院
進

捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

認
定
看
護
師
と
は
？

認
定
看
護
師
と
は
？

活
動
内
容
や
豆
知
識
を
紹
介
♪

活
動
内
容
や
豆
知
識
を
紹
介
♪

①救急看護
②皮膚・排泄ケア
③集中ケア
④緩和ケア
⑤がん化学療法看護
⑥がん性疼痛看護
⑦訪問看護
⑧感染管理
⑨糖尿病看護
⑩不妊症看護
⑪新生児集中ケア
⑫透析看護
⑬手術看護
⑭乳がん看護
⑮摂食・嚥下障害看護
⑯小児救急看護
⑰認知症看護
⑱脳卒中リハビリテーション看護
⑲がん放射線治療法看護
⑳慢性呼吸器疾患看護
㉑慢性心不全看護

現
在
特
定
さ
れ
て
い
る
認
定
看
護
分
野

��
月
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す
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छ
料金

沖
縄
協
同
病
院

地
域
支
部
の
報
告
で
は
「
屋
部

支
部
」「
糸
満
支
部
」「
沖
縄
市

東
南
支
部
」
か
ら
組
合
員
活
動

の
特
徴
的
な
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
医

療
生
協
の
魅
力
」
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
、「
地
域
の
声
を
経

営・事
業
活
動
に
反
映
で
き
る
」

「
様
々
な
活
動
経
験
が
で
き
る

こ
と
」「
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
つ
な
が
り
が
魅
力
」

な
ど
意
見
交
換
、
交
流
が
で
き

ま
し
た
。
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去
る
10
月
19
日
（
土
）、
沖
縄

市
の
か
り
ゆ
し
園
に
て
「
第
２
回

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
台
風
の
影
響
を
受
け
天

気
も
曇
り
空
、
時
折
雨

が
ち
ら
つ
く
中
、
西
原

支
部
チ
ー
ム
、
沖
縄

市
東
南
支
部
チ
ー
ム
、

読
谷
・
浦
添
・
職
員

の
混
合
チ
ー
ム
で
競

技
を
開
始
し
ま
し
た
。

１
ゲ
ー
ム
目
は
順
調

に
行
わ
れ
ま
し
た
が

２
ゲ
ー
ム
途
中
、
雨

に
よ
り
止
む
無
く
中

断
と
な
り
、
そ
の
ま

ま
交
流
会
へ
移
行
と

な
り
ま
し
た
。
温
か
い
天
ぷ
ら
を

食
べ
な
が
ら
表
彰
を
行
い
、
生
協

強
化
月
間
の
訴
え
や
1�
月
に
新
築

開
院
す
る
中
部
協
同
病
院
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
〜
11
月
に
か
け
て
「
秋
の

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
が
県

内
18
か
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
い
な
が

ら
、
医
療
生
協
の
健
康
づ
く
り
の

活
動
に
つ
い
て
、
広
く
県
民
に
宣

伝
・
紹
介
す
る
機
会
と
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て「
平
和
を
つ
く
る・

社
会
保
障
の
改
善
を
め
ざ
す
」
署

名
の
取
り
組
み
も
行
な
い
ま
す
。

　
毎
回
、
骨
密
度
・
血
管
年
齢
測

定
は
人
気
が
あ
り
、
か
な
り
の
人

数
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
に
よ

る
健
康
相
談
や
管
理
栄
養
士
の
栄

養
相
談
も
あ
り
、
日
頃
の
不
調
や

食
事
に
つ
い
て
相
談
も
行
っ
て
い
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9
月
の
ゆ
ん
た
く
会
は
「
流
し

ソ
ー
メ
ン
・
冷
や
し
ぜ
ん
ざ
い
」

を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

　
支
部
長
が
流
し
ソ
ー
メ
ン
の
筒

を
作
製
し
、
運
営
委
員
が
ぜ
ん
ざ

い
等
を
作
っ
て
美
味
し
く
、
楽
し

ま
す
。

　
地
域
に
選
ば
れ
る
事
業
所
を
め

ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く

り
、
予
防
活
動
な
ど
継
続
し
た
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
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今
回
は
天
気
も
悪
い
中
、
1�
名

が
参
加
し
、
楽
し
く
交
流
が
で
き

ま
し
た
。
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（うるま具志川南支部事務所）
ひろば

遊武多来
く

ゆ
ん た

ソーメン・ぜんざいに
舌鼓  

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
組
合
員
の
紙
芝
居
や
民
謡
な
ど

で
場
が
盛
り
上
が
り
、
と
て
も
賑

や
か
な
一
日
で
し
た
。

10
月
1�
日
（
木
）、
首
里
西
支

部
主
催
で
「
食
と
健
康
」
を
テ
ー

マ
に
沖
縄
協
同
病
院
管
理
栄
養
士

の
新
里
奈
央
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
健
康
講
話
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
資
料
が
見
や
す
く
具
体
的
な
説

明
で
頭
に
も
よ
く
入
り
、
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
、
お
い
し
く
減
塩
す
る

コ
ツ
、
カ
リ
ウ
ム
摂
取
、
脂
質
異

常
、
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る
に
は
タ

ン
パ
ク
質
を
、
骨
を
元
気
に
す
る

に
は
豆
乳
よ
り
牛
乳
を
等
々
「
な

る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
り
、「
や
っ

ぱ
り
」
と
納
得
し
た
り
、
改
め
て

『
食
べ
る
こ
と
』
の
重
要
性
を
再

認
識
出
来
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　
私
が
特
に
関
心
を
持
っ
た
の
は

「
骨
」
に
つ
い
て
。
骨
を
元
気
に

す
る
に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
と
適
度
な
運
動
、
一
生
自
分

の
足
で
歩
く
為
に
も
『
骨
を
元
気

に
！
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
、
生

活
全
体
も
含
め
て
見
直
し
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
時
間
の
講
話
で
し
た
が
あ
っ

と
言
う
間
で
、
次
回
は
、
１
時
間

半
、
２
時
間
と
し
て
頂
き
た
い
と

思
っ
た
く
ら
い
楽
し
く
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。

　

忘
れ
や
す
い
の
が
人
間
で
す
。

少
し
経
っ
た
頃
の
次
回
開
催
も
期

待
し
て
い
ま
す
。
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第２回 中部ブロック第２回 中部ブロック
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第２回 中部ブロック
グラウンドゴルフ大会

　

来
年
は
夏
休
み
期
間
で
開
催

し
、
子
ど
も
達
の
参
加
で
大
き
く

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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沖縄医療生協だより
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は
じ
め

ま
し
て
。

沖
縄
協
同

病
院
一
年

目
研
修
医

斎
藤
臨
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
東
京
都
出
身
で
高
校
卒
業

ま
で
東
京
で
育
ち
ま
し
た
。
大
学

は
東
北
大
学
に
進
学
し
、
宮
城
県

仙
台
で
大
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

仙
台
は
、
一
年
を
通
じ
て
涼
し
い

か
寒
い
か
と
い
っ
た
気
候
に
感
じ

ま
し
た
。
日
照
時
間
も
短
く
、
曇

り
の
日
が

多
い
印
象

で
す
。

　
沖
縄
は

逆
に
暑
い

日
が
多
く

日
照
時

間
が
と
て

も
長
い
で

す
。
そ
う
い
っ
た
違
い
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
の
趣
味
と
し
て
は
、
最

近
は
読
書
、映
画
、音
楽
を
聴
く
、

趣
味
を
満
喫
し
な
が
ら

　
　研
修
頑
張
っ
て
ま
す
！

趣
味
を
満
喫
し
な
が
ら

　
　研
修
頑
張
っ
て
ま
す
！
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沖
縄
協
同
病
院
１
年
目
研
修
医
　
斎
藤

　臨

会
を
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
利
用
者
ご
家
族
に
よ
る

か
ぎ
や
で
風
で
幕
開
け
、
保
育
園
児

の
踊
り
、
琉
舞
、
職
員
の
余
興
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　
今
回
、
毎
週
水
曜
日
に
通
所
リ

ハ
ビ
リ
室
に
て
活
動
し
て
い
る
筋

ト
レ
教
室
の
皆
さ
ん
や
、首
里
西・

東
支
部
の
組
合
員
に
も
お
礼
を
か

ね
て
敬
老
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
で
「
ち
ゃ
ー
が
ん

じ
ゅ
う
体
操
」を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

立
ち
あ
が
り
体
操
す
る
方
や
体
操

に
消
極
的
な
利
用
者
も
、
普
段
と

は
違
う
一
面
も
み
る
こ
と
が
で
き

　
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
空
模

様
の
下
、
第
18
回
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
健

康
ウ
ォ
ー
ク
が
10
月
�0
日
（
日
）、

海
洋
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

3.3
㎞
、
5
㎞
、
�
㎞
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
ま
ず
７
㎞
が
ス
タ
ー

ト
し
、
5
㎞
、
3.3
㎞
が
続
き
、

参
加
者
は
遠
く
に
伊
江
島
タ
ッ

チ
ュ
ー
を
横
目
で
見
な
が
ら
公
園

内
の
自
然
と
触
れ
合
い
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。
3.3
㎞

は
割
と
平
坦
で
す
が
、
5
㎞
・
�

㎞
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
コ
ー
ス
、
そ
れ
で
も
参
加
者

は
心
地
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら
も

完
歩
し
た
と
い
う
充
実
感
に
浸
っ

て
い
る
様
子
は
何
と
も
言
え
な
い

も
の
で
す
。
参
加
者
全
員
に
完
歩

証
が
配
ら
れ
、
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し

た
組
合
員
は
日
頃
の
運
動
不
足
を

解
消
し
、
組
合
員
同
志
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
、
自
ら
の
健
康
づ
く

り
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
同
時
に
、
今
回
の
健
康

ウ
ォ
ー
ク
を
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
と

　
首
里
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
所
リ

ハ
ビ
リ
で
は
、
毎
年
恒
例
の
敬
老

　
去
る
９
月
19

日
、「
北
谷
地

域
に
支
部
を
結

成
し
よ
う
」
と

地
域
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
北
谷

地
域
在
住
の
組

合
員
・
職
員
の

参
加
５
名
、
本

部
か
ら
５
名
、

合
計
10
名
の
参

加
で
懇
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
と
北
谷

地
域
の
組
合
員
共
に
お
互
い
の

情
報
が
少
な
く
、
懇
談
会
も
上

手
く
行
く
か
心
配
で
し
た
が
、

大
城
郁
男
副
理
事
長
よ
り
沖
縄

医
療
生
協
の
活
動
報
告
さ
れ
た

後
、
地
域
の
方
か
ら
は
「
医
療

生
協
の
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
」

「
近
所
に
困
っ
て
い
る
方
が
い
る

け
ど
医
療
生
協
と
し
て
お
手
伝
い

で
き
な
い
か
ね
〜
」
等
、
多
数
の

意
見
や
質
問
が
出
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
が
で
き
た
事
で
、
支

部
の
役
割
や
重
要
性
を
伝
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

為
、
10
月
�9
日
に
改
め
て
懇
談
会

を
開
催
す
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
支
部
結
成
に
向
け
準
備

会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
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お
笑
い
を
見
る
、
格
闘
技
観
戦
、

運
動
な
ど
で
す
。
映
画
は
洋
画
が

好
き
で
す
。

　
現
在
、
10
月
は
小
児
科
を
、
11

月
は
救
急
科
を
周
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

日
常
生
活
の
中
で
の
健
康
づ
く
り

に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。ɹ

݈
߁
ͮ
く
Γ
ҕ
һ
ձ
ɹ
ɹ
ɹ

৽


ल

ຊ
෦
·
ͪ
ͮ
く
Γ
ਪ
ਐ
෦


Յ
ࢁ
֮

ま
し
た
。　

　
ま
た
、
組
合
員
さ
ん
の
飛
び
入

り
余
興
、
日
舞
も
披
露
し
て
く
だ

さ
り
敬
老
会
を
盛
り
上
げ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

と
ぅ
し
び
ー
、
米
寿
祝
で
は
、

5
名
の
利
用
者
を
お
祝
い
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
と
ぅ
し
び
ー
祝

い
の
利
用
者
か
ら
「
今
ま
で
お
祝

い
し
て
い
た
の
に
、
お
祝
い
さ
れ

る
歳
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
言
葉

も
聞
か
れ
、
節
目
の
年
に
利
用
者
、

職
員
、
組
合
員
と
一
緒
に
祝
え
る

事
が
出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
が
健
康

で
よ
り
良
い
生
活
が
送
ら
れ
る
よ

う
に
、
職
員
で
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ट
ཬ
ڠ
ಉ
Ϋ
Ϧ
χ
ỽ
Ϋ
ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ࠤ
ٱ

ٱ
ඒ
ࢠ

୩ҬͰ࠙ஊ会։࠵୩ҬͰ࠙ஊ会։࠵

͋ͳͨͷ·ͪʹ
ɹɹɹɹࢧ෦Λͭ͘Ζ͏
͋ͳͨͷ·ͪʹ
ɹɹɹɹࢧ෦Λͭ͘Ζ͏

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝と݈ͮ߁くり ୈ�1�߸ �01911݄̑ൃߦ （�）



ձָしかったΑ、͋りがとうʂܟ

��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ
��������

ॳめての༨ڵʢࠨɿۚࢣʣʢதɿൺՅࣄʣとってもྑかったʂ
ʢதɿൺՅࣄʣ ࿅शはόοチリʂといったՅ

数ઌੜでしたがʜʁ

シーαーもొʂのטみ
ήετをܴ͑ຽགで盛

り上͛てくれました

Χチϟーシーでߴ࠷ைʂ

ຊのओ、ΧδϚϠーの
̎ਓです

͝Ոのླྀʢ୩લʣも൸࿐

で盛りڵもར༻ऀՈ、৬һ༨ࠓ
上がりました しくてΧチϟーシーʂخ

�ϱ݄のಛ܇の成Ռですˑ

みんなでҰॹにϋイチ
ーズʂ

ૉఢなՎにうっとりしてます
̇

ʮいͭまでも͓ؾݩでねʯとϓϨθンτ

ணをまとってນ։けのlかぎで෩z

҆ँϋε

ͱΑΈੜڠපӃ

͔ΓΏ͠のཬ

ಹຽओྍ所

ੴʹ͡のՈ

ӜఴڠಉΫϦχοΫ

टཬڠಉΫϦχοΫ

��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ��ձܟ
����������������������������������������������������������������

シーαーもొʂのטみ
ήετをܴ͑ຽགで盛

り上͛てくれました

Χチϟーシーでߴ࠷ைʂ

ຊのओ、ΧδϚϠーの
̎ਓです

ͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃͱΑΈੜڠපӃ

͝Ոのླྀʢ୩લʣも൸࿐

みんなでҰॹにϋイチ
ーズʂ

ૉఢなՎにうっとりしてます
̇

ʮいͭまでも͓ؾݩでねʯとϓϨθンτ

ணをまとってນ։けのlかぎで෩z

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝と݈ͮ߁くり ୈ�1�߸ �01911݄̑ൃ（5）ߦ



̍面͍ͯ͠ࡌܝʹ্ࠨ·͢ɻԠืͷ方๏ɺ໊͓લɾॅॴɾϖοτͷछྨͱ໊લɾίϝ
ϯτΛ໌هͷ্ɺը૾σーλΛష͠ɺԼهͷϝールΞυϨε·Ͱ͓ૹΓԼ͍͞ɻ࠾༻
͞Εͨ方ʹਤॻΧーυʢ�00ԁʣΛਐఄ͍͍ͨ͠·͢ɻ͝Ԡื͓͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

˞ը૾σーλɺࣗ͝ͰࡱӨ͞ΕͨͷΛ͓͍͠ئ·͢ɻΠンλーωοτ্ͷσーλ
ɹஶݖ࡞৵害ʹͳΔՄ性が͍͟͝·͢ͷͰ͝ԕྀ下͍͞ɻ

ࣂ ͍ ओɿീॏொͷਆ୩͞Μ 　໊ લɿϋール܅ 　छ ྨɿΧϝ
ίϝϯτɿͯͬࣂ�0ɻαπマΠϞͷ༿܂ͷ࣮Λ৯ͯɺࠓͰମ60ᶲ
　　　　　ఔ·Ͱ͠·ͨ͠ɻ

ओɿീॏொͷਆ୩͞Μ 　໊ લɿ
oh my ペットoh my ペット

ࣗຫͷϖοτͷࣸਅΛେืू

ϝʔルΞυϨε：PLJJTFJLZPEBZPSJ!ZBIPP�DP�KQ
͍߹わͤઌ：ԭೄҩྍ生ڠ·ちͮ͘Γਪਐ෦ɹὸ 850�9004

今月の

߹ͤઌ：ԭೄҩྍ生ڠ·ちͮ͘Γਪਐ෦ɹ5&- 098�850�9004

ᶃಹ・南෦ࣨڭ ͱΑΈ生協පӃ̓֊  ےτϨࣨ

ୈ ɾ̍̎ ɾ̐ ਫ༵日� 時ʙ̓時̒ޙޕ
ຖि༵ۚ日� 時�0ʙ̓時�0̒ޙޕ
11 ݄ 1 ʢۚʣɺ6 ʢਫʣɺ8 ʢۚʣɺ1� ʢਫʣɺ1� ʢۚʣɺ
�� ʢۚʣɺ�7 ʢਫʣɺ�9 ʢۚʣ

ᶄӜఴࣨڭ Ӝఴ協同ΫϦχοΫ  ௨ॴϦϋࣨ

ୈ ɾ̎̐ ༵日　̒ޙޕ時ʙ̓時
11 ݄ 14 ʢʣɺ�8 ʢʣ

ᶅटཬࣨڭɹट里協同ΫϦχοΫ  ௨ॴϦϋࣨ

ຖिਫ༵日　̑ޙޕ時�0ʙ̒時�0
11 ݄ 6 ʢਫʣɺ1� ʢਫʣɺ�0 ʢਫʣɺ�7 ʢਫʣ

ᶆ෦ࣨڭɹΜΔ協同ΫϦχοΫ  組合һར༻ࣨ

ຖि༵日　̎ޙޕ時�0ʙ̏時�0
11 ݄ 7ʢʣɺ14 ʢʣɺ�1 ʢʣɺ�8 ʢʣ

ᶇখےτϨࣨڭɹ小市Ӧॅूձॴ

ຖि༵ۚ日　ޕલ�0時ʙ��時
11 ݄ 1 ʢۚʣɺ8 ʢۚʣɺ1� ʢۚʣɺ�� ʢۚʣɺ�9 ʢۚʣ

ᶈզಹڭ （ࣨ͘͞Β൝） ๛ݟ城市զ那覇ެຽؗ

ຖि༵日　̓ޙޕ時�0ʙ̔時�0
11 ݄ 7 ʢʣɺ14 ʢʣɺ�1 ʢʣɺ�8 ʢʣ

11月
ͷ日ఔ

߹ͤઌ：ԭೄҩྍ生ڠ·ちͮ͘Γਪਐ෦ɹ5&- 098�850�9004

ダイエットウォーク＆気功
ୈ̏ਫ༵日　̒ޙޕ時 �0ʙ̔時　11 ݄ �0 ʢਫʣ

スクエアステップ教室
ୈ ɾ̎4Ր༵日　̏ޙޕ時ʙ̐時　11 ݄ 1� ʢՐʣɺ�6 ʢՐʣ

ͱΑΈ生協පӃ̓֊  ےτϨࣨ

ͱΑΈ生協පӃ̓֊　組合һར༻ࣨ

ͱ͜Ζɿ沖縄合同๏ࣄॴʢ那覇ຽओ療ॴݐ内ʣ
ର　ɿ医療生協組合һ
୲　ɿࣄॴॴଐͷหަ͕࢜ޢͰड͚ͪ࣋·͢
（Έ・͍߹わͤઌࠐ༧ਃし）ͷํはɺ͜ちΒ·Ͱر͝˙
ԭೄ߹ಉ๏ࣄॴ ὸ098�917�1088 住所：那覇市松尾２-17-34
ฏɺޕલ࣌̕ʙ 1� ࣌ʙ̑࣌̍ޙޕ　࣌ �0 ʹ͝࿈བྷԼ͍͞ɻ

無料法律相談のご案内

ಹँ҆ࢢɺࢳຬࢢɺ
ԭೄࢢɺੴɺೆ෩ݪொ

͓߹ͤઌɿ沖縄医療生協հۀࣄޢ՝
5&-ɿ���ô���ô����ʢྑʣ

ۈ
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11月
ͷ日ఔ 筋トレ　  教室健　康

づくり（　　 ）清掃ボランティア大募集清掃ボランティア大募集
日ɹɹ࣌
ू߹場ॴ
日ɹɹ11：࣌月̕日（）ɹ࣌２～࣌̍ޙޕ
ू߹場ॴ：ອެބԂ ԭೄڠಉපӃଆ
ɹɹɹɹɹᗡཾڮたͱ

問い合わせ先：沖縄医療生協ボランティア委員会
TEL 098-856-3107 沖縄医療生協看護部 大城

二
〇
一
九
年
度

　࣌
11݄ ̑  1�☜00ʙ14☜�0
11݄̒  14☜�0ʙ16☜00
11݄1�  14☜00ʙ1�☜�0
11݄1�  14☜�0ʙ16☜�0
11݄14  14☜00ʙ16☜00
11݄18  1�☜00ʙ16☜�0
11݄�0  14☜�0ʙ16☜00
11݄�8  14☜00ʙ1�☜�0

　ॴ
原Ҭ　βɾϏοά
ຬҬ　フΝーマーζマーέοτ͍ͱ·Μ　͏·ΜͪΎ市ࢳ
小Ҭ　ίーϓ͓Ζ͘
ੴҬ　マοΫεόϦϡੴ
ಡ୩Ҭ　フΝーマーζマーέοτΏΜͨ市
与那原Ҭ フΝーマーζマーέοτ͕͋Γ·市
๛ݟ城Ҭ　"ίーϓ　ͱΈ͑ʙΔళ
南風原Ҭ　ΠΦϯ南風原

νΣοΫ内༰߁݈
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ
݂ѹɾମࢷɾີࠎଌఆɾ݂ྸଌఆ

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝と݈ͮ߁くり ୈ�1�߸ �01911݄̑ൃߦ （�）



タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
11
月
の
誕
生
石
。

2
、
む
だ
に
費
や
す
こ
と
。
損
失
。

3
、
再
び
行
う
こ
と
。
再
開
。

4
、
ゼ
ラ
チ
ン
・
砂
糖
・
水
飴
を
材
料
と

し
、
果
汁
な
ど
の
味
を
つ
け
、
ゴ
ム

の
よ
う
に
弾
力
の
あ
る
形
に
固
め
た

菓
子
。

7
、
隣
り
合
っ
た
ご
く
近
い
あ
た
り
。

8
、
帰
り
み
ち
。
帰
路
。

10
、
主
に
、
急
激
に
人
気
が
出
て
も
て
は

や
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
表
現
。
芸
能

界
で
タ
レ
ン
ト
や
芸
人
が
突
如
と
し

て
注
目
を
浴
び
、
引
っ
張
り
だ
こ
の

売
れ
っ
子
に
な
る
こ
と
を
指
す
場
合

が
多
い
。

11
、
目
的
も
な
く
、
う
ろ
う
ろ
と
歩
き
ま

わ
る
こ
と
。

12
、
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
主
な
成
分
と

し
、
海
水
の
乾
燥
・
岩
塩
の
採
掘
に

よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
物
質
。

13
、
○
○
を
は
ず
す
。

14
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
で
伝
え
る
事
柄
。

ま
た
、
そ
の
文
章
。

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1.
、
船
を
走
ら
せ
、
ル
ア
ー
か
餌
を
引
い

て
大
形
の
魚
を
ね
ら
う
釣
り
。
引
き

釣
り
。

5
、
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
球
技
で
、
ボ
ー
ル
を
味
方
に
渡

す
こ
と
。
送
球
。

6
、
植
物
の
、
木
質
化
し
た
茎
。
高
木
で

は
主
軸
と
な
り
、
枝
を
出
す
。

8
、
亀
の
甲
の
模
様
の
よ
う
に
、
ひ
び
が

入
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
割
れ
目
。

ひ
び
割
れ
。

9
、
大
胆
で
、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で

は
、
び
く
と
も
し
な
い
。
ま
た
、
非

常
に
ず
う
ず
う
し
い
。
の
ぶ
と
い
。

11
、
構
造
物
の
上
部
か
ら
の
荷
重
を
支
え

る
た
め
、
ま
た
は
柱
を
つ
な
ぐ
た
め

に
架
け
渡
す
水
平
材
。

12
、
味
見
を
す
る
な
ど
の
目
的
で
、
た
め

し
に
飲
む
こ
と
。

13
、
不
用
な
も
の
と
し
て
捨
て
る
こ
と
。

15
、
小
高
く
な
っ
た
土
地
。
山
よ
り
も
低

く
、
傾
斜
も
な
だ
ら
か
な
も
の
。

16
、
目
尻
。
ま
た
、
怒
っ
た
目
つ
き
。

17
、
家
族
が
ふ
だ
ん
い
る
部
屋
。
居
室

二
重
枠
の
ヒ
ン
ト

　

表
面
は
怖
そ
う
だ
が
、
内
心
は
と
て
も

や
さ
し
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

人
。
鬼
の
よ
う
に
怖
そ
う
な
顔
に
、
仏
の

よ
う
な
や
さ
し
い
心
の
意
か
ら
。

શ࢛ࠃ՝の౸ୡ
݄̕ �019 ྦྷܭ ܭྦྷ
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ふ
れ
あ
い
広
場

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て
い
る
一
言
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ụ
ใ
ࠂ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
各
種
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

２
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
つ

い
て

３
、
労
働
組
合
関
係
に
つ
い
て

４
、
支
部
結
成
に
む
け
た
準
備
状

況
報
告
に
つ
い
て

５
、
２
０
１
９
年
度
秋
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

６
、
本
田
先
生
の
講
演
会
企
画
に

つ
い
て

７
、
新
中
部
協
同
病
院
建
設
報
告

に
つ
い
て

ụ
ܾ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
管
理
部
人
事
に
つ
い
て

２
、
沖
縄
協
同
病
院
の
副
院
長
の

任
命
に
つ
い
て

３
、
と
よ
み
生
協
病
院
の
建
築
業

者
と
設
計
建
築
管
理
監
督
者

の
委
託
契
約
に
つ
い
て

ụ
協
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
職
員
の
業
務
上
移
動
の
交
通

費
に
係
る
費
用
弁
償
に
つ
い

て

２
、
定
年
延
長
・
退
職
金
見
直

し
・
処
遇
改
善
（
案
）
に
つ

い
て

ఆ
ྫ
ཧ
ࣄ
会
ͩ
Α
り

◎
第
��
期
第
�
回
理
事
会
が
�
月

��
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

߹һのօ༷
大切な出資金をお預かりしています。
住所や電話番号など変更がある場合は、
お手数ですが「まちづくり推進部」まで
ご連絡ください。TEL 098-850-9004

վ
ળ
͋
Γ
͕
と
͏

　
病
院
外
来
に
あ
る
ホ
ッ
チ
ギ
ス
で
止

め
た
新
聞
は
、
手
を
ケ
ガ
す
る
恐
れ
が

あ
り
、
止
め
た
と
こ
ろ
の
字
が
読
め
な

い
。
要
望
し
た
ら
す
ぐ
に
改
善
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
新
聞
や
本
を
置
い
て
あ

る
場
所
が
暗
く
て
困
っ
て
い
た
が
、
照

明
を
つ
け
た
こ
と
を
知
り
嬉
し
く
な
っ

た
。
次
々
と
改
善
あ
り
が
と
う
。

ਆ
ࢁ

ࢠ
ớ
ಹ

ࢢ
Ờ

ࣗ
વ
ͷ
ڴ
Җ

　
最
近
の
台
風
は
、
沖
縄
を
避
け
る
よ

う
に
本
土
を
直
撃
し
、
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
脅
威
を

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

新

ඒ
ࠤ
ࢠ
ớ

ݪ
ொ
Ờ

ࠞ
ཚ

͔
Γ

　
消
費
税
率
の
改
定
に
伴
い
郵
便
料
金
も

変
更
さ
れ
、
購
入
し
て
い
た
ハ
ガ
キ
を
使

う
の
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
切
手
か
ら
1

円
分
追
加
の
切
手
を
探
す
の
に
手
間
取
り

ま
し
た
。
庶
民
に
と
っ
て
消
費
税
ア
ッ
プ

は
混
乱
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

ൺ
Յ
ກ
ࢠ
ớ
๛
ݟ

ࢢ
Ờ

ͻ
ଙ
ͷ
࢈


　
母
93
才
、
認
知
症
が
日
一
日
進
み
、
施

設
も
病
院
も
入
れ
ず
家
族
は
負
の
言
葉
か

ら
ピ
リ
ピ
リ
。
そ
の
中
で
、
ひ
孫
の
産
声

が
唯
一
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ͳ
͓
ʹ
し
き
ớ
େ
ٓ
ຯ
ଜ
Ờ

ࠓ

͜
ͦ
は

　
秋
に
な
れ
ば
旅
を
し
た
い
と
毎
年
思

い
な
が
ら
、
こ
こ
3
年
ほ
ど
ど
こ
に
も

行
か
ず
…
…
。
今
年
こ
そ
は
紅
葉
を
見

た
い
で
す
！

͜
ͱ
Ϳ
き
ͪ
Ỵ
Μ
ớ
༩
ಹ
ݪ
ொ
Ờ

� � � �

� � �

�

� �� ��

��

�� �� ��

�� ��

２
０
１
９
年
9
月
号　
４
１
０
号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答


ϯ
Ψ
Π
ι

ς
ϯ


બ
ऀ

・
橋　
本　
秀　
樹
（
名
護
市
）

・
伊　
波　
美
佐
子
（
う
る
ま
市
）

・
知　
花　
盛　
孝
（
読
谷
村
）

・
山　
城　
初　
枝
（
中
城
村
）

・
上　
間　
長　
治
（
西
原
町
）

・
仲　
間　
幸　
枝
（
那
覇
市
）

・
水
無
月　
　
　
　
（
那
覇
市
）

・
と
も
り
ち
ゃ
ん　
（
那
覇
市
）

・
宮　
島　
陽　
子
（
那
覇
市
）

・
久　
場　
恵
美
子
（
那
覇
市
）

・
カ
ラ　
　
　
　
　
（
那
覇
市
）

・
嘉　
数　
朝　
子
（
南
風
原
町
）

・
比
嘉　
は
る
さ
ー
（
豊
見
城
市
）

・
許　
田　
信　
子
（
豊
見
城
市
）

・
赤　
嶺　
　
　
修
（
豊
見
城
市
）

��
名
の
応
募
が
あ
り
��
名
が
正
解
し
ま

し
た
。
抽
選
で
��
名
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

˓�Ϛε目に͑をه入し、̎ॏのจࣈのώンτをߟࢀ
にฒସ͑てԼさい。
˓�కめ切りは��݄��ʢʣです。ʢফҹ༗ޮʣ
˓�クϩεϫーυパズルのղɾબऀは���߸ʢ����
�݄̑ൃߦʣです。
˓�ϋΨΩに͑ɾॅ所ɾ໊ࢯɾҰݴコϝンτをࡌهし͓ૹり
Լさい。ਖ਼ղऀのதから��໊にਤॻΧーυをଃఄします。

■ 送り先　 〒901-0294豊見城市字真玉橋593-1（８階）
　　　　　沖縄医療生協本部 まちづくり推進部
　　　　　☎098-850-9004

Ԡืのํ๏

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝と݈ͮ߁くり ୈ�1�߸ �01911݄̑ൃߦ（�）



⁞ 鶏もも肉は塩コショウをし、切り込みを入れ厚さ
を均等にします。皮目にフォークなどで数か所さ
しましょう。

  玉ねぎとにんにくをみじん切りにし、★と混ぜ鍋で
温めます。

 フライパンにオリーブオイルを入れ熱し、鶏もも

ྉࡐ

とよみ生協病院
栄養管理室　調理師

Γํ࡞

肉を皮目からこんがりと焼いていきます。
 鶏肉に火が通ったら★を鶏肉の上にかけ、チーズとパン粉を散
らしてフタをしてチーズが溶けるまで焼きます。

 鶏肉を器に盛り、パセリを散らしたら完成です。

鶏もも肉
塩
コショウ
タマネギ
ニンニク
オリーブオイル
チーズ
パセリ

………………80g
………………………少々

………………少々
……………1/8個
…………1/2かけ

…小さじ１
…………………15g
…………………適量

★トマト缶
塩
コショウ
コンソメ
ケチャップ
オリーブオイル
パン粉

…………1/4缶
………………………少々

………………少々
………………１ｇ
………大さじ１
…大さじ１

…………………５ｇ

嘉  数  亮  平

ྉࡐ
鶏もも肉 ………………80g ★トマト缶 …………1/4缶

簡単鶏もも肉のピザ風簡単鶏もも肉のピザ風

ԭೄҩྍ生ڠ׆ಉ߹ ๛ݟ城市ਅڮۄ �9�-1ʢ8 ֊ʣ ὸ098-8�6-�107

ԭೄڠಉපӃ 那覇市古波ଂ 4-10-�� ὸ098-8��-1�00

ͱΑΈ生ڠපӃ ๛ݟ城市ਅڮۄ �9�-1 ὸ098-8�0-79��

த෦ڠಉපӃ 沖縄市Ֆ 6-��-� ὸ098-9�8-88�8

ಹຽओྍॴ 那覇市দඌ �-17-�4 ὸ098-880-96�0

ຬ市ை࡚ொࢳ ಉྍॴڠຬࢳ �-1-10 ὸ098-99�-�9�0

टཬڠಉΫϦχοΫ 那覇市ट里ੴྮொ 1-147-� ὸ098-884-4846

ӜఴڠಉΫϦχοΫ Ӝఴ市ٶ城 �-1-� ὸ098-870-8060

ΜるڠಉΫϦχοΫ ໊ޢ市େ �-�-� ὸ0980-��-1001

ಉʹ͡ΫϦχοΫ 那覇市古波ଂڠ 4-10-10 ὸ098-8��-6�01

生ڠέΞηンλʔ ๛ݟ城市ਅڮۄ �9�-1 ๚看ޢὸ098-8�1-471�
  ๚հޢὸ098-8�1-4716
ಹࢢҬแׅࢧԉηンλʔ ݹଂ　那覇市古波ଂ 4-7-�ʢ1֊ʣ ὸ098-8��-6��4
ਓอ݈ࢪઃ かΓΏしͷཬ 南風原ொࢁ ��6-� ὸ098-8��-6607

ઃ 那覇市҆ँࢪ߹ෳऀྸߴँ҆ ��0 ὸ098-861-9�1�
খنଟػホʔϜ ੴʹ͡ͷՈ ͏Δ·市ੴ౦ࢁຊொ 1-19-18 ὸ098-989-9487

ԭೄҩྍ生ڠ׆ಉ߹ ๛ݟ城市ਅڮۄ �9�-1ʢ8 ֊ʣ ὸ098-8�6-�107

ԭೄڠಉපӃ 那覇市古波ଂ 4-10-�� ὸ098-8��-1�00

ͱΑΈ生ڠපӃ ๛ݟ城市ਅڮۄ �9�-1 ὸ098-8�0-79��

த෦ڠಉපӃ 沖縄市Ֆ 6-��-� ὸ098-9�8-88�8

ಹຽओྍॴ 那覇市দඌ �-17-�4 ὸ098-880-96�0

ຬ市ை࡚ொࢳ ಉྍॴڠຬࢳ �-1-10 ὸ098-99�-�9�0

टཬڠಉΫϦχοΫ 那覇市ट里ੴྮொ 1-147-� ὸ098-884-4846

ӜఴڠಉΫϦχοΫ Ӝఴ市ٶ城 �-1-� ὸ098-870-8060

ΜるڠಉΫϦχοΫ ໊ޢ市େ �-�-� ὸ0980-��-1001

ಉʹ͡ΫϦχοΫ 那覇市古波ଂڠ 4-10-10 ὸ098-8��-6�01

生ڠέΞηンλʔ ๛ݟ城市ਅڮۄ �9�-1 ๚看ޢὸ098-8�1-471�
  ๚հޢὸ098-8�1-4716
ಹࢢҬแׅࢧԉηンλʔ ݹଂ　那覇市古波ଂ 4-7-�ʢ1֊ʣ ὸ098-8��-6��4
ਓอ݈ࢪઃ かΓΏしͷཬ 南風原ொࢁ ��6-� ὸ098-8��-6607

ઃ 那覇市҆ँࢪ߹ෳऀྸߴँ҆ ��0 ὸ098-861-9�1�
খنଟػホʔϜ ੴʹ͡ͷՈ ͏Δ·市ੴ౦ࢁຊொ 1-19-18 ὸ098-989-9487

事業所のご案内事業所のご案内
※医療・介護などのご相談について、お近くの事業所または本部までご連絡ください。※医療・介護などのご相談について、お近くの事業所または本部までご連絡ください。

沖縄医療生活協同組合

医療、介護、くらしなどで
お困りではありませんか？
お気軽にご相談ください。

〈窓口〉まちづくり推進部

受付時間：月～金　9 : 00 ～ 16 : 00

困った
ときはくΒ͠ ͷ
૬ஊ૭ޱ

相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。

じっくりと 画像を見る 放射線技師　沖縄協同病院ＣＴ・ＭＲＩ室

ֆɿ上原 ത

作品コーナー作品コーナー
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「
花
紙
た
く
さ
ん
丸
め
て
ね
ー
」

「
こ
れ
は
い
い
リ
ハ
ビ
リ
ね
〜
」

毎
月
の
壁
画
作
り
で
は
、
風
物
詩

の
下
絵
に
「
丸
め
紙
」
や
「
ち
ぎ

り
紙
」
を
貼
っ
て
仕
上
げ
ま
す
。

10
月
は
運
動
会
の
壁
画
。
畳
半

畳
ほ
ど
の
台
紙
に
小
さ
な
紙
を
貼

り
付
け
る
の
は
大
変
根
気
が
い
り

ま
す
。
し
か
し
、
お
喋
り
し
な
が

ら
手
指
を
せ
っ
せ
と
動
か
し
着
々

と
進
行
。

　
完
成
品
を
微
笑
ま
し
く
眺
め
て

は
、
来
月
の
相
談
を
始
め
る
皆
さ

ん
で
す
。

Ӝ
ఴ
ڠ
ಉ
Ϋ
Ϧ
χ
ỽ
Ϋ
ɹ

ౡ
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浦
添
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
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沖縄医療生協だより
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